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【問合せ】税務住民課　課税収納グループ　☎ 82-0111

軽自動車・バイク等の届け出について

　譲渡・廃車などの手続きを檜山・渡島管内以
外の市町村にあるカーディーラーや関係団体等
で行ったときは、税止め（税申告）が必要です。
　125ccを超える二輪車や四輪・三輪の軽自動
車の登録内容の変更等について、市町村では申
告に基づき把握しています。そのため、譲渡や
抹消などの手続きを行った場合でも、旧登録地
の市町村への申告がない場合は、変更等につい
て把握できないため、翌年度以降も課税が続い
てしまいます。この時の旧登録地への申告が税
止めと呼ばれています。
　特に二輪車は税止めされていない場合が多
く、旧所有者に納税通知書が届いてしまい、思
わぬトラブルの原因となりますので、必ず手続
きをお願いします。
　なお、廃車・名義変更等の手続き場所が檜山・

渡島管内の市町村にあるカーディーラーや関係
団体等の場合には、税止め手続きは不要です。
　また、各関係団体に税止め申告の代行（有料）
を依頼した場合も手続きは不要です。
　今金町ナンバーのバイク（125cc以下）や農
耕用小型特殊自動車等を取得・廃車・名義変更
をする場合は、税務住民課で手続きが必要です。
※�税止めの手続きとは、廃車・名義変更等の申

告書の写しを税務住民課へ提出することで
す。ご不明な点は、下記までお問い合わせ願
います。

【問合せ】税務住民課　課税収納グループ　☎ 82-0111

家屋の取り壊しによる届け出について

　令和８年中に取り壊した家屋がある場合は、年内に
『家屋滅失届』を税務住民課へ提出してください。
　届け出がない場合は、令和９年度の固定資産税が課
税になりますのでご注意ください。
　なお、函館地方法務局八雲支局に滅失登記を済ませ
た方は、届け出が不要です。（固定資産税はその年の
１月１日時点の土地や家屋、償却資産の所有者に課税
されます。）
　また、家屋等を新築や、増築した場合にも、税務住
民課へ届け出が必要です。

【問合せ】くらし安心課　防災・住民生活グループ　☎82-0111

Jアラート全国一斉情報伝達試験が実施されます

　戸別受信機から自動的に大きな音が流れますので、実際の災害と間違えないようご注意
ください。

【実施日】８月26日（水）11時00分
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高温・多湿のいま！食中毒の予防を
～８月は「食品衛生月間」～

【問合せ】保健福祉課　健康づくりグループ　☎82－2780

●食中毒とは？

　食品に起因する胃腸炎・神経障害などの中毒症の総称

【 ４大症状 】
・ 発　熱　　・ 下　痢
・ 嘔　吐　　・ 腹　痛

●食中毒菌の増殖３条件

　・ 温度：10 ～ 60℃で増殖
　　　　　 36℃前後で発育しやすい！
　・ 水分：食品中の水分を利用して増殖
　・ 栄養：食品は細菌にとって栄養源

【 食中毒予防の３原則 】

１．つけない
　　食品に病原菌を「つけない」「手洗いをして手を清潔に保つ」
　　実践例：手洗い、食器の消毒、調理道具使い分け（生肉用、加熱済み用）
　　　　　　手指に傷がある人は素手で食品を触らない（手袋を）

２．増やさない
　　食品中で病原菌を「増やさない」「食品を迅速に冷却する」
　　実践例：冷蔵保存、常温放置を避ける、調理後すぐに食べる

３．やっつける
　　病原菌を「殺菌・除去する」「食品を加熱処理する」「消毒する」
　　実践例：十分な加熱（中心温度75℃ 1分以上、ノロの場合は85℃ 1分以上）消毒剤の使用

●代表的な食中毒

病因物質 潜伏期間 主な症状 主な発生原因

ウェルシュ菌 ６～ 18時 下痢（軟）、腹痛 カレー、スープ、煮物

サルモネラ ８～ 72時間 下痢、腹痛、高熱、おう吐 生卵、鶏肉料理など

腸炎ビブリオ ８～ 24時 腹痛、下痢、おう吐、発熱 刺身、寿司など

下痢原性大腸菌 12 ～ 72時 下痢、腹痛、発熱 水、ヒトなど

ノロウイルス 24 ～ 48時 おう吐、腹痛、下痢、発熱 生カキ、ヒトなど

腸管出血性大腸菌 １～ 14日
下痢（水様、血）、発熱
溶血性尿毒症症候群

生肉、ヒトなど

カンピロバクター ２～５日 下痢（血便も）、高熱、腹痛 鳥刺し、焼鳥など

栄養

温度 水分

※この３条件をコントロール
することで細菌の増殖すなわ
ち食中毒を予防することがで
きます。食中毒防止の基本と
して、【食中毒予防の３原則】
があります。


